
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕
 ポンプ設備の延命予測技術、劣化診断・状態監視技術、更新サイクル最適化支援技術、ドローン・自動巡回技術との連携

現在、浄水場をはじめとする水道施設では、設備の老朽化が進行しており、更新時期を

間近に迎えています。しかし、昨今の物価高騰の影響により、更新に必要な予算の確保が

困難な状況が予想されています。今後は、延命予測システムの導入や、修繕計画の見直し、

更新時期の最適化など、財政状況に応じた柔軟な対応が求められます。

川７ ポンプ設備の延命予測システム

配水池のポンプ設備

現在の厳しい財政状況を踏まえると、高額な設備更新は非常に困難です。特に水道の要である

ポンプ設備については、延命を前提とした運用が求められています。これまで川崎市では、水の

安定供給を最優先とし、ポンプ設備の早期更新を計画・実施してきました。しかし、近年の物価

高騰により、見積額が従来の倍以上となっている現状では、トータルコストを考慮した更新・修

理の判断が必要です。現在は、固定資産の耐用年数に基づいて更新サイクルを設定していますが、

今後は実態に即した見直しが不可欠です。

2  課題の詳細

求める技術︓①⑦

川崎市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

点検診断業務の自動化、更新時期の判断業務、修繕計画の立案業務、記録報告業務の効率化、緊急対応業務の削減

ポンプ設備（６７台）

ポンプの劣化曲線


